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法人保険は「法人ほけんの窓口」にお任せください。 

法人ほけんの窓口 名古屋法人営業課 ☎0120-917-796 9：30～17：30（平日のみ受付）
募集代理店　ほけんの窓口グループ（株）　愛知県名古屋市中村区名駅三丁目２５番９号　堀内ビル５階

HM19-220630-840

お問い合わせはこちら相談無料

法人ほけんの窓口  名古屋

名古屋支店・熱田支店　〒460-0003 名古屋市中区錦3-23-18 TEL 052-951-7581
豊　　橋　　支　　店　〒440-0897 豊橋市松葉町3-71-2 TEL 0532-52-0221

※ 熱田支店は令和２年５月18日（月）より名古屋支店と統合し、名古屋支店と同一店舗で営業いたします。

「冬の七夕」をテーマに、彦星と織姫をイメージした
イルミネーションで一宮駅周辺を幻想的な光が包みます。

写真映えするフォトスポットも充実しています。

場所：一宮市栄3-1
（尾張一宮駅周辺）

開催日：
2020年11月14日土
～2021年1月31日日

所在地：豊田市旭八幡町根山68-1
シーズンオープン：2020年12月5日～2021年3月31日
所在地：豊田市旭八幡町根山68-1
シーズンオープン：2020年12月5日～2021年3月31日
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VOICE

愛
知
県
テ
ン
ト
・
シ
ー
ト
工
業
組
合
　
前
理
事
長
　
佐
藤
　
均

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県テント・シート工業組合

代表者名：諏訪　浩之

設立年月：1981年 3月

組合員数：57

住　　所：名古屋市中区栄五丁目

　　　　　7番 29号

佐
藤
　
均  

理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
県
内
の
テ
ン
ト
・
シ
ー
ト
の
製
造
、
加
工
、

販
売
を
す
る
事
業
者
57
企
業
の
集
合
体
で
す
。

帆
布
製
品
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
日
本
で
初
め
て
の
帆
布
製
品

は
１
７
８
５
年
（
天
明
５
年
）
の
江
戸
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

当
時
は
文
字
ど
お
り
、
船
の
帆
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
数
え
る
程
度
の
数
社
が
大
正
時
代

中
期
か
ら
船
舶
用
の
帆
、
店
頭
の
日
除
け
、
露
店
の
野
外
テ

ン
ト
等
を
製
造
し
、
当
時
の
学
校
や
商
店
、
官
公
庁
へ
納
入

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
我
が
国
経
済
の
発
展
に

伴
っ
て
、
昭
和
初
期
頃
よ
り
製
造
業
者
が
増
加
し
、
満
州
事

変
で
軍
需
製
品
と
し
て
の
需
要
が
一
気
に
拡
大
し
た
こ
と
を

機
に
工
業
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
に
な
る
と
、
日
本
を
代
表
す
る
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー

が
化
学
繊
維
や
化
学
素
材
を
次
々
と
開
発
し
、
我
々
の
取
り

扱
う
帆
布
製
品
の
原
材
料
に
つ
い
て
も
防
水
性
や
防
炎
性
の

あ
る
も
の
に
徐
々
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
帆
布
製
品
の
工
業
化
の
発
展
に
伴
い
、
製
造
業

者
が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
組
織
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
26
年
４
月
に
任
意
団
体
と
し
て
愛
知

県
帆
布
製
品
商
工
会
を
組
織
化
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
昭
和
46
年
４
月
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

に
基
づ
き
愛
知
県
テ
ン
ト
・
シ
ー
ト
協
同
組
合
と
し
て
法
人
化
、

さ
ら
に
昭
和
56
年
３
月
に
は
、
会
員
の
相
互
扶
助
の
精
神
を
基

本
と
し
て
、
業
界
の
経
済
地
位
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定

化
及
び
合
理
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
愛
知
県
テ

ン
ト
・
シ
ー
ト
工
業
組
合
へ
組
織
変
更
す
る
な
ど
、
時
代
に
合

わ
せ
て
形
を
変
え
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
組
合
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
県
内
の
業
界

団
体
と
し
て
の
指
導
的
立
場
か
ら
、
組

合
員
へ
の
指
導
及
び
教

育
事
業
と
し
て
、
技

能
検
定
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
懇

談
会
な
ど
の
交
流

事
業
や
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
　

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
通
じ
、
組
合
員
内
外

か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
情
報
収
集
を

可
能
と
し
、
業
界
全
体
の
課
題
共
有
や
発
展
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
、
イ
ベ
ン
ト
の
横
断

幕
や
テ
ン
ト
等
の
共
同
受
注
事
業
、
防
炎
ラ
ベ
ル
の
共
同
購

買
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
炎
ラ
ベ
ル
は
防
炎
性
能
の
機

能
表
示
だ
け
で
な
く
、
そ
の
テ
ン
ト
・
シ
ー
ト
製
品
を
製
造

し
た
事
業
者
を
追
跡
で
き
る
よ
う
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
機

能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
は
、
年
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
世
界
全
体
が
未
曾
有
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
死
亡
者
数
の
増
加
が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
、
こ
の
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
医
療
従
事
者
の
た
め
に
組
合
と
し
て
何

か
出
来
な
い
か
考
え
、
県
内
の
医
療
機
関
向
け
に
医
療
用
防

護
ガ
ウ
ン
等
の
衛
生
用
品
を
製
造
し
、
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
る
愛
知
県
と
名
古
屋
市
に
そ
れ
ぞ
れ
納
入
し
ま
し
た
。
通

常
扱
っ
て
い
る
素
材
と
は
全
く
違
う
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
、
企
画
や
製
造
方
法
も
一
か
ら
考
え
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
納
入
期
限
が
迫
る
中
で
国
内
の
感
染
者
が
爆
発
的
に
広

が
っ
て
い
き
、
感
染
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
も
、
一
日
も
早

く
医
療
従
事
者
に
届
け
る
た
め
製
造
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
組

合
員
及
び
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や

今
後
の
組
合
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
今
後
の
業
界
の
継
続
的
な
発
展
と
、
社
会
的
課
題
の
解
決

や
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
後
継
者
及
び
次
世

代
育
成
事
業
と
し
て
、
青
年
部
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
だ
け
で
は
な
く
、
組
合
員
外
に
も
門
戸
を
開
く
こ
と
に

よ
り
、
開
放
的
か
つ
柔
軟
な
繋
が
り
の
中
で
組
合
活
動
へ
の

理
解
と
協
力
を
深
め
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
柔
軟
な
発
想
と
機
動
力
が
、
今
後
の
業
界
と

日
本
の
未
来
を
切
り
開
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
日
常
業
務
の
他
に
30
個
ほ
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、

そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ン
の
学
生
に
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
教
え
る
社

長
直
属
の
企
画
室
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
土
曜

日
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
学
生
達
と
会
議
を
行
う
事
を
常
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
日
は
高
校
野
球
観
戦
を
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
小
学
４
年
生
の
時
か
ら
野
球
を
し
、
社
会
人
と
な
っ
て
か

ら
は
、
少
年
野
球
コ
ー
チ
を
７
年
間
務
め
て
い
ま
し
た
。
今

も
大
の
野
球
フ
ァ
ン
で
す
。
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中央会ニュースクリップ

「第72回中小企業団体全国大会」開催！

　10 月 22 日（木）、茨城県水戸市のザ・ヒロサワ・シティ会館において、
第 72 回中小企業団体全国大会が開催されました。新型コロナウイルス感染
症に配慮し、全国大会では初となるインターネットでのライブ配信も実施さ
れました。当日は、梶山弘志・経済産業大臣、大井川和彦・茨城県知事をは
じめとした来賓の他に、田村憲久・厚生労働大臣、野上浩太郎・農林水産大

臣などからビデオメッセージでの祝辞があ
り、全国から中小企業組合の代表者等約 380 名が参集し、愛知県からは長谷
川正己会長と石川泰三専務理事が参加いたしました。
　大会は、地元出身の世界大会優勝者による口笛演奏のアトラクションから始
まり、新しい生活様式を強いられる時代に新しい風を吹き込み、今大会を必ず
成功させようという意気込みが感じられました。
　「つながるひろげる連携の架け橋 ～スクラム強く 団結前進～」をスローガ
ンに掲げ、コロナ禍からの脱却と、将来の成長を支援していくことを目的に、
中小企業等の生産性向上・経営強靭化支援等の拡充、労働・雇用・社会保険
料対策の推進等 21 項目の要望事項を採択しました。決議事項には、本会　専
門委員会にて取りまとめ、提出した要望事項も含まれています。（決議内容
の詳細につきましては全国中央会ホームページ https://www.chuokai.or.jp/
hotinfo/72taikai-a.pdfを参照ください）

第 72回中小企業団体全国大会決議（概要）
Ⅰ．�中小企業・小規模事業者等の生産性向上・経営強靭化支援
等の拡充

１． 新型コロナウイルス感染症及び多発する災害からの復興支
援と中小企業強靭化・事業継続力強化への強力な推進

２． 生産性向上の実現支援の加速化と新たな展開対応への支援
強化

３． 次世代への円滑な事業承継・後継者育成に向けた対策の強
化

４． 中小企業団体中央会の指導体制・支援機能の拡充・強化、
実態やニーズに即した組合制度への運用改善

５．地方創生推進に向けた対策の拡充

Ⅱ． 中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社
会保険料対策の推進

１．新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に対する配慮
２．働き方改革の実現に向けた中小企業への配慮
３．中小企業の人材確保・定着対策

４．地域の実情を踏まえた最低賃金の設定
５．外国人技能実習制度の円滑化と拡充
６．外国人材の受入れ体制の整備
７．障害者雇用への中小企業支援策の拡充
８．国による職業訓練機能の拡充・強化
９．社会保険制度等の整備

Ⅲ． 中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境
整備

１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
５． 卸売・小売業・まちづくりの推進、中心市街地活性化に対

する支援の拡充
６．サービス業支援の強化・拡充
７．官公需対策の強力な推進

　大会では、優良組合 32 組合、組合功労者 74 名、中央会優秀専従者 20 名の
表彰も執り行われました。
　愛知県からは、優良組合として名古屋市一般廃棄物事業協同組合、組合功労
者として安藤宏行氏（岡崎鉄工会協同組合　理事長）、鈴木英治氏（愛知県室
内装飾事業協同組合　理事長）が受賞されました。受賞された皆様、おめでと
うございました。

　皆様からお寄せいただき、全国大会で決議された上記の要望事項は、今後、全国中央会が中心となり、政府
や各関係機関に対して要請活動を展開し、中小企業・小規模事業者の持続的な
成長と豊かな地域社会が実現することを目指します。
　次の第 73 回大会については、令和３年 11 月 25 日（木）に、 神奈川県のパ
シフィコ横浜において開催する予定となっています。第 73 回大会に向けた皆
様の抱える課題・要望事項等の調査は、来春に実施する運びです。どうぞ忌憚
のないご意見等をお聞かせ下さい。
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中小企業トピックス '20 in December

「パートナーシップ構築宣言」を作成・公表しませんか

●取引先との共存共栄の取組や、「取引条件のしわ寄せ」防止を代表者の名前で宣言します。
　以下の項目について、企業の代表者の名前で宣言します。
　・サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を超えた新たな連携
　・親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行（振興基準※）の遵守
　・その他独自の取引
　　※下請中小企業振興法に基づく基準
　　　（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/shinkoukijyun.htm）

●一部の補助金について加点措置を講じます。
　・「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（ビジネスモデル構築型）」
　・「エネルギー使用合理化等事業者支援事業（年度またぎ事業）２次公募」において加点措置を講じます。
　　その他の経済産業省の補助金についても、優先採択を検討しています。

	 「宣言」の提出・掲載についての問い合わせ先
	 （公財）全国中小企業振興機関協会：03-5541-6688
	 提出先 URL：https://www.biz-partnership.jp

12月16日より特定最低賃金が改定されました

詳しくは愛知労働局HPをご覧ください。（https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/）

最低賃金名 時間額
（円） 適用労働者の範囲

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材 
製造業（表面処理鋼材を除く。）

976
【現行：975 円】

　左の各産業（平成 25 年 10 月第 13 回改定の総務省日
本標準産業分類の定義による。）に属する事業場で働く労
働者（技能実習生等の外国人労働者及び事務を専らとす
る労働者も含む。）に適用されます。
　ただし、次に掲げる適用除外労働者については、特定
最低賃金の適用が除外され、「愛知県最低賃金」927 円が
適用されます。

適用除外労働者
１．18 歳未満又は 65 歳以上の者
２．雇入れ後３か月未満の者であって技能習得中の者
３． 清掃、片付け、賄い又は湯沸かしの業務に主として

従事する者
４．次の特定最低賃金における特有の軽易業務従事者
　① 製鉄業、製鋼 • 製鋼圧延業、鋼材製造業
　　　軽易な運搬の業務に主として従事する者
　② 輸送用機械器具製造業
　　 　手作業により又は手工具若しくは小型手持動力機

を用いて行うバリ取り、穴あけ、検数、選別又は塗
装の業務に主として従事する者

はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具製造業

（建設用ショベルトラック製造
業、計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具・理化学
機械器具製造業、医療用機械器
具・医療用品製造業、光学機械
器具・レンズ製造業及び武器製
造業を除く。）

948
【現行：947 円】

輸送用機械器具製造業（建設用
シ ョ ベ ル ト ラ ッ ク 製 造 業 を 含
む。自転車・同部分品製造業及
び船舶製造・修理業、舶用機関
製造業を除く。）

957
【現行：955 円】

自動車（新車）小売業 943
【現行：941 円】
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Ｇ
Ｄ
Ｐ
含
む
国
民
経
済
計
算
の
基
準
改
定

　
内
閣
府
は
「
国
民
経
済
計
算
」
の
基
準
改
定
の
内
容
を
公

表
し
た
。
国
民
経
済
計
算
は
、
日
本
経
済
の
全
体
像
に
つ
い

て
国
際
比
較
が
可
能
な
形
で
体
系
的
に
記
録
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
」

（
Ｑ
Ｅ
）
と
「
国
民
経
済
計
算
確
報
」
が
あ
り
、
前
者
は
速

報
性
を
重
視
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
を
は
じ
め
と
す
る
支
出
側
系

列
等
を
公
表
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
生
産
・
分
配
・
支

出
・
資
本
蓄
積
と
い
っ
た
フ
ロ
ー
面
や
、
資
産
・
負
債
と
い
っ

た
ス
ト
ッ
ク
面
も
含
め
年
１
回
公
表
し
て
い
る
。

　
国
民
経
済
計
算
は
約
５
年
お
き
に
基
準
が
改
訂
さ
れ
て
お

り
、
２
０
２
０
年
末
に
２
０
１
５
年
の
基
準
改
訂
が
実
施
さ

れ
る
。
改
訂
が
必
要
な
要
因
は
、
産
業
連
関
表
や
国
勢
調
査

な
ど
の
構
造
統
計
の
作
成
に
合
わ
せ
て
、
国
際
基
準
や
最
新

の
数
字
に
対
応
し
な
が
ら
推
計
方
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。
定
期
的
に
基
準
を
見
直
し
な
が
ら
、
国
内
の

経
済
活
動
の
実
態
を
包
括
的
に
把
握
で
き
る
国
民
経
済
計
算

は
、政
府
や
日
銀
の
政
策
立
案
の
際
に
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
基
準
改
定
の
お
も
な
内
容

　
今
回
の
基
準
改
訂
の
お
も
な
内
容
と
し
て
、
産
業
連
関
表

で
新
し
く
反
映
さ
れ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
、
分
譲
住
宅
の
販
売
マ
ー
ジ
ン
や
非
住
宅
不
動
産
の
売

買
手
数
料
が
住
宅
投
資
や
設
備
投
資
の
一
部
と
し
て
参
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
音
楽
、

書
籍
な
ど
の
娯
楽
作
品
の
制
作
費
や
著
作
権
な
ど
の
使
用
料

も
新
た
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
住
宅
宿
泊
事
業

法
（
民
泊
新
法
）」
に
よ
り
民
泊
事
業
の
宿
泊
者
数
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
反

映
の
一
環
と
し
て
日
本
人
や
訪
日
外
国
人
の
民
泊
が
個
人
消

費
や
輸
出
に
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

前
回
の
基
準
改
定
は
愛
知
県
に
追
い
風

　
前
回
２
０
１
１
年
の
基
準
改
訂
で
は
、
企
業
の
設
備
投
資

に
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
が
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
燃
料
輸
送
機
や
ミ
サ
イ
ル
部
品
な
ど
の
防
衛
装
備
品
も

取
り
込
ま
れ
た
。特
に
、研
究
開
発
投
資
の
算
入
は
大
手
メ
ー

カ
ー
の
集
積
が
高
い
愛
知
県
で
は
経
済
成
長
率
の
上
振
れ
要

因
と
な
っ
た
。２
０
１
３
年
度
以
降
の
名
目
県
内
総
生
産
で
、

愛
知
県
が
大
阪
府
を
上
回
り
続
け
る
要
因
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
る
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
の
経
済
統
計
の
見
直
し
は
１
９
９
０
年
代
以

降
、
世
界
的
に
加
速
し
て
い
る
。
実
体
経
済
の
急
速
な
変
化

に
統
計
が
追
い
付
か
な
い
状
況
が
目
立
ち
始
め
た
時
期
で
、

近
年
も
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
な
ど
で
、
消
費
者
の
生
活
様
式
や
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
急
激
な
変
化
に
統
計
が
捕
捉
で
き
な
い
面

も
生
じ
て
い
る
。
実
体
経
済
を
正
確
に
把
握
す

る
統
計
は
、
国
や
自
治
体
の
適
切
な
経
済
運
営

の
た
め
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

基
準
改
定
が
追
い
風
と
な
る
産
業
構
造
へ

　
２
０
２
０
年
末
に
取
り
込
ま
れ
る
項
目
は
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
民
泊
や
娯
楽
コ

ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
や
ソ
フ
ト
関

連
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
愛
知
県
な
ど
東
海

３
県
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
や
、
映
画

や
音
楽
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
で
は
首
都
圏

や
関
西
に
大
き
く
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。
今
回

の
改
訂
で
成
長
率
が
大
き
く
上
振
れ
る
地
域

は
、
東
京
都
や
大
阪
府
、
京
都
府
辺
り
の
可
能

性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
前
回
の
基
準
改
定
で
は
、
設
備
投
資
に
研
究

開
発
投
資
が
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、
大
手
メ
ー

カ
ー
が
立
地
す
る
愛
知
県
に
は
追
い
風
と
な
っ

た
が
、今
回
に
限
ら
ず
今
後
の
基
準
改
訂
で
は
、

Ｉ
Ｔ
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
集
積
が

高
く
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

取
り
込
め
る
観
光
地
を
有
す
る
自
治
体
に
有
利

に
働
く
可
能
性
が
高
い
。

　
基
準
改
定
は
、
あ
く
ま
で
従
来
基
準
で
捕
捉

で
き
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
付
加
価
値
を
取
り

込
む
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
約
５
年
お
き
の

改
訂
で
成
長
率
が
高
ま
る
地
域
ほ
ど
、
そ
の
時

代
の
変
化
に
対
応
が
進
ん
で
い
る
産
業
構
造
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
、
基
準
改
定
で
逆

に
他
地
域
と
の
差
が
広
が
る
地
域
は
、
世
の
中

の
構
造
変
化
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
産
業
構
造

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
愛
知
県
は
、
今
後
の
基
準
改
定
で
他
地
域
と

の
差
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
産
業
構
造
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド

Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
基
準
改
定
で
成
長
率
が
上
振
れ
る
産
業
構
造
へ

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏
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景況天気図

景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
繊維工業：中国オンライン商談会も無事終わり、出展者アンケー
トをまとめているが、各社それなりの手ごたえがあったようだ。
原反発注を受けた企業もあり、中国市場は日本より経済活動が
進んでいるようだ。
紙・紙加工品：テレワークの影響から出張が減り、土産物が芳
しくなかったが、GoTo トラベルのクーポン配布が始まり土産物
も動き出した。飲食関係はまだまだであるが、テイクアウト向
けは堅調である。
輸送用機器：新型コロナウイルスの底は脱したとの声がある中、
来期の方が今期より厳しいとの声もあり、影響は長引く見込み。
経営上は需要の停滞、従業員の不足、同業者間の価格競争の激
化などの問題がある。
【非製造業】
卸売業：４月以降問い合わせの減少を実感していたが、10 月頃
より電話本数、見積もり数が若干戻ってきたように感じる。先
行きは不透明ながらも、自動車生産の回復の影響に期待する。
建設業：工事着工も本格的になり、天候も涼しくなり稼働率も
上がり、収益も上昇してきた。業界は経費の節減に努め、販路
拡大を目指し人材の確保に取り組んでいる。
運輸業：スポット運賃指数は前年度対比大幅に減少。荷物の少
ない状況が続いている。

【製造業】
繊維工業（群馬県）：少しずつ動き始めているが、例年に比べる
とまだまだといったところ。徐々に展示会等の開催が増えてき
ているが、なかなか数字に結びつかないのが現状である。
紙・紙加工品（京都府）：お土産関連がやや回復基調にあり、箱
を供給していた企業は受注が戻りつつあるが、バレンタイン関
連の箱受注は前年度に比べて 60％程にとどまり、市場の縮小が
予想される。
輸送用機器（三重県）：この半年間ずっと停滞していた部品の受
注がいくつかあり、徐々に需要の回復が感じられる。従業員の
自然減や派遣社員の調整で需要の少ない時期をしのいでいたの
で、人員補充の採用活動を再開した。
【非製造業】
卸売業（大阪府）：秋の需要期に入り各社、需要の好転を期待し
ているものの、冬場を迎え新型コロナウイルス感染症拡大によ
る影響が先行き見通しについては不透明感を強めている。
建設業（岐阜県）：全体的に小規模工事が多く人手ばかりが必要
となる。年末にかけても例年通りの受注は見込めず、減収減益
となる見込みである。来年も現状では不安材料が多く、次年度
に向けて営業活動を展開している。
運輸業（栃木県）：県内や同じ市内など、短い距離の引越し依頼
が多くよせられた。巣ごもり需要を狙って、軽貨物事業を開業
する企業が多く、この数ヶ月での登録数も多い。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業 　

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2020 年 10 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

おしらせ

　１月 27 日（水）ウインクあいちにて、愛知県私塾協同組合主催の「第 35 回　学習塾情報展」が開催され、
県内の塾を対象に人気の教材から最新のデジタルコンテンツ、OA 機器や運営システムなど、塾の運営に
役立つ様々な分野の情報が提供されます。また、教育開発出版（株）営業本部企画推進室長 奈良浩靖氏
による新しい中学校教科書についての学習塾教育セミナーも同時開催されます。
　詳しくは、愛知県私塾協同組合事務局までお問い合わせください。

【開催日時】：令和３年１月 27 日（水）10：00 〜 14：00
【開催場所】：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）８F
【詳　　細】：下記組合ホームページをご覧ください
　　　　　　	http://askjuku.net/

『第 35回　学習塾情報展』を開催します

イベントレポート

　12 月９日（水）、ウインクあいち 1204 会議室において、『第１回若手社員スキルアップ研修会』を開催し、
昨今の新型コロナウイルス感染拡大に伴う新しい生活様式を踏まえた『オンラインプレゼンを攻略する～
オンラインのメリット・デメリットを踏まえ、効果的に成果に
つなげる～』をテーマに、Office Growth-aid 代表 押村由紀恵
氏にご講演いただきました。
　講演では、プレゼンテーションについてオンライン上で実施
する際のメリット、デメリットのほか、プレゼンテーション作
成の流れを内容、資料、伝達の項目に分けてご説明いただきま
した。グループワークでは、今回の研修内容を活用したペアで
の模擬プレゼンテーションを行い、参加者からは「今後の商談
等に役立つ内容だった」と、とても好評でした。

若手職員スキルアップ研修会を開催しました

　11 月 27 日（金）、ものづくり補助金事業者相互の交流の場を提供し、事業者間の新たな連携や販路開拓、
販売促進を支援することを目的に、「異業種交流会 2020」を Zoom 形式のオンラインセミナーとして開
催しました。「旭鉄工の考える、アフターコロナに向けた製造業経営」をテーマに旭鉄工株式会社 代表取
締役兼 i Smart Technologies 株式会社 代表取締役の木村哲也氏にご講演いただきました。続いて、「アト
ム窒化法の開発～超硬合金の窒化が可能～」をテーマに株式会
社プラズマ総合研究所 代表取締役の原　民夫氏よりご講演い
ただいた後、「耐摩耗性向上分科会」活動報告を行いました。
　中小企業に共通する問題に安価にアプローチする IOT の手法
の認識が深まり、社内の「カイゼン」を改めて検討する機会と
なった他、アトム窒化処理の金型等の寿命向上に興味を持たれ
る参加者が多く、大変好評でした。

異業種交流会 2020（新連携交流会）を開催しました
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インフォメーション

　12 月４日 ( 金 )、ウインクあいち 907 会議室において、情報研究会・研修会を開催いたしました。
　前半は、講師に愛知県 経済産業局 中小企業部 中小企業金融課 課長補佐 藤原浩史氏をお招きし、『新型
コロナウイルス等感染症に対する事前の備え　～ BCP 策定のススメ～』をテーマに、愛知県で作成され
ている最新の BCP 策定マニュアル感染症対策版について、資料をもとにご講演いただきました。
　また後半は、愛知県中小企業共済協同組合 業務部業務二課 
課長補佐 都築真一氏にがん共済の魅力についてお話しいただ
きました。
　今回の研修会は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、情
報研究会初の試みとして、通常の開催と同時に Zoom を用い
たオンライン配信で参加いただけるハイブリット型での開催
となりました。会場に来るリスクを考えず参加でき、参加者
の方からも大変好評でした。

愛知県中小企業情報研究会の研修会を開催しました

　12 月３日（木）、ウインクあいち 1601 会議室において、金融問題研究会を開催しました。
開会にあたり、本会振興部長古閑の挨拶の後、株式会社商工
組合中央金庫　名古屋支店長兼熱田支店長　野上武彦様より、

『コロナ危機下の企業経営』と題してご講話をいただきました。
ご講話ではコロナ危機下において企業が検討すべき経営戦略
について、実例を挙げてご説明いただきました。
　続いて、中小企業の金融事情について、緊急事態宣言や
GoTo キャンペーン等の業界への影響等を交えた意見交換を行
い、金融機関への要望等、積極的に発言いただきました。

金融問題研究会を開催しました

　11 月 20 日 ( 金 )、ウインクあいち 1204 会議室において、『令和２
年度組合事務主任者研修会～座りっぱなしは危険 !? 職場でできる生
活習慣病予防～』を開催しました。
　講師として、名古屋大学先進循環器治療学特任教授の柴田玲氏をお
招きし、自身の著書『健康探偵シバタンの謎と事件と日常と』『変身
Body 強化書』の内容を絡め、新型コロナウイルス感染症の予防、重
症化回避策としてできる日頃の健康管理の注意ポイントや、生活習慣

病予防として手軽に実践できる運動などについてご講演頂きました。
　特に、重症化率の高い心血管疾患や糖尿病などの生活習慣病のある人
は、栄養バランスのよい食事などに注意することが重要とのことでした。
　受講者の皆様からは、「健康経営の必要性が分かり易かった」「新型
コロナウイルス対策や向き合い方が分かった」「生活習慣病予防を実
践したい」「少しの運動をするだけでも健康維持に役立つことが分
かった」との声もあり、大変好評でした。

組合事務主任者研修会を開催しました



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2020 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：振興部　TEL : 052－485－6811

ジョブ・カードを活用した
キャリアコンサルティングのご案内

厚生労働省 令和２年度キャリア形成サポートセンター事業（本事業は、株式会社パソナが厚生労働省より受託・運営しています）

愛知・岐阜キャリア形成サポートセンター
名古屋市中村区名駅1-1-4 JRセントラルタワーズ46F（株式会社パソナ内）

TEL︓052-561-1371
E-Mail： carisapo_aichi@pasona.co.jp
URL：https://carisapo.mhlw.go.jp

●新入社員の主体性・積極性を高め、定着を促進したい。
●中堅社員のモチベーションを高める施策を打ちたい。
●育児・介護休暇を活用した社員の復職支援をしたい。
●セカンドキャリア支援に何をしたら良いか知りたい。

従業員のキャリア意識形成やモチベーションの向上は、人材定着や組織の活性化につながり、
会社の業績アップにも寄与します。ぜひ、この機会にご活用ください。

キャリア形成サポートセンターでは、従業員へのキャリアカウンセリングを無料でご提供しています。

ジョブ・カードとは…
自身の職業能力を「見える化」し、キャリア形成に
役立てることができるキャリア・プランニングツールです。
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